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アーノルドのしま
アーノルドはずっとむかしから、ふなのりのゾウでした。
アーノルドは、うみをいちばんのともだちだとおもっていました。ところがあるひ、おおき
ななみが、ふねをのみこんでしまいました。
でもラッキーなことに、アーノルドのながいはなは、シュノーケルのかわりになりました。
たくさんのじかんをかけて、ついにちいさなしまにつきました。
しまにのぼって、アーノルドはむかしのふなのりのことばをおもいだしました。
「ひとり、ひとり、ずーとひとり、ひろいひろいうみでひとりぼっち！」
だけどラッキーなことに、アーノルドのながいはなはトランペットにもなりました。パオー
ン！すると、「なにしてるの？」とおさかながきいてきました。
「SOS!たすけをよんでいるんだ！」とアーノルドはいいました。でも、たすけはきませんで
した。
アーノルドはもういちどしまをグルっとみわたしました。そのとき、アーノルドのせんちょ
うさんのぼうしがながれてきました。
ぼうしをかぶったとき、うみのむこうにちいさいふねをみつけました。
ちいさいふねは、ネズミのふねでした。
やっとたすかった！バシャン！
アーノルドはなんとかしようとがんばりました。
うみをたびするアーノルドは、たくさんのむすびかたをしっていました。
すこしして、ふなのりのおじいさんがやってきました。
アーノルドはそーっとふねにのりこみました。ブクブクブク！
あらら！またやってしまいました。
すこしてつだってもらって、アーノルドはしまをおおきくしました。
つぎのひのあさ、さかなをとるふねが、すごいはやさでちかづいてきました。
でも、そのふねはこわれていました。ドン！
みんなぶじにしまのうえにあがれました。
アーノルドはあるものぜんぶをつかって、しまをおおきくしました。
キラキラしたつきのしたで、みんなはおどりました。
そして、よるのあいだずっと、クジラのうたをうたいました。
たのしいうたごえは、あっというまにみんなにひろまりました。
すぐに、みんなアーノルドのしまにむかって、しゅっぱつしました。
アーノルドはとてもよろこびました。「いつでもへやがあまっているからね！」
でも、たのしいじかんはつづきませんでした。あるひ、そらがくらくなり、かぜがつよく
なって、うみがあばれだしました。
みんながアーノルドをみました。
そろそろおうちにかえるじかんかな？
「ちょっとまって！」アーノルドはいいました。「もっといいかんがえがあるんだ！」


